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「新型コロナウイルス感染症」の感染防止措置に伴う

臨時休校延長及び休校中の取扱いについて（お知らせ）

保護者の皆様におかれましては、日頃より本校教育活動に対し、深いご理解とご協力を

賜り感謝申し上げます。

さて、ご存じのとおり、新型コロナウイルス感染症の拡大は依然収束の兆しが見えない

状況です。すでに２月３日付けの文書において休校期間中の健康観察をお願いしていると

ころですが、広東省の感染状況に鑑み、児童生徒の健康安全を優先し、下記のとおり、休

校期間の延長を行うこととしました。

保護者の皆様におかれましては、お子様の健康状態とともに、休校措置に伴う学習の停

滞、一時帰国中の体験入学などについてもご心配のことと思います。

ついては、下記のとおり本校の今後の対応をお知らせします。

記

１ 休校延長期間 令和２年２月１７日（月）～３月１日（日）

２ 授業再開日 令和２年３月２日（月）

３ 休校期間中の家庭学習

（１）休校期間中の学習課題については、２月４日に一回目の配信を行いましたが、今後

も学習課題等を配信していきますので、ご確認ください。

（２）学校配信の学習課題以外にも、インターネット検索で入手できる様々な学習教材を

使って自主的に学習に取り組んでください。

（３）現在、広州で学習に取り組んでいる児童生徒について、教科書などの学習用具の持

ち帰りを希望する場合は、事前に学級担任または学校へ連絡をください。

４ 休校期間中の出席の取扱い

（１）家庭学習に取り組んでいることで、「出席扱い」とします。

５ 今後の学習評価

（１）１年間を総括した学年末の評価は、１月２４日（金）までの学習状況を踏まえて評

価いたします。

（２）中学部の学年末テストは実施いたしません。



６ 卒業式及び修了式

３月１２日（木）の卒業式、３月１３日（金）の修了式については、現時点では日程変

更は行わず実施する予定です。

なお、春休み中における授業日の振替えは行いません。

７ 日本へ一時帰国中の方へ

日本における今後の対応について次の２点をご確認ください。

（１）臨時休校中に日本の学校に「体験入学」を希望する場合

① 体験入学は、正規の入学でなく、都道府県教育委員会や区市町村教育委員会、各

学校長の判断で、一時帰国等の際に日本の学校を体験させることを目的として行わ

れます。

② 学校によっては、お子様の体験入学の希望が断られることがあります。

③ 学校での事故に対する補償、教科書や副教材の扱いなどは、通常の入学と異なる

場合がありますので、区市町村教育委員会や学校で説明を受けてください。

④ 祖父母や親戚の家などに緊急的に避難され、現に居住している地で住民票を入れ

ずに一時的に体験入学を希望される場合は、文部科学省から各教育委員会に通知さ

れている「中国から帰国した児童生徒等への対応について（通知）」（更新版）（令

和２年２月３日付け）で弾力的に受け入れるよう要請が出ているので、体験的入学

が可能です。各教育委員会や学校にお問い合わせください。

なお、体験入学について文部科学省から新しい通知がある場合は、追って送付し

ます。

⑤ 今回の一時帰国の場合、10 日から 14 日間の「健康観察」により入学許可が遅延

する可能性もあります。入学の時期については、各教育委員会または各学校の指示

に従ってください。

（２）日本の学校へ「入学」する場合（外国からの編入学は「入学」と表現します）

① 本帰国を前提に日本で住民票を入れる場合、日本での就学義務（保護者が義務教

育を受けさせる義務）が発生します。日本の学校に正規に入学することができます。

その際、広州日本人学校を「退学」することになります。

② 今回の場合、10 日から 14 日間の「健康観察」により入学許可を遅延する可能性

もあります。入学の時期については、各教育委員会または各学校の指示に従ってく

ださい。

８ 学籍の取扱い

学籍を置くことができる学校は１校です。上記６（２）のように、日本の学校に入学す

ると、広州日本人学校からは「退学」となります。一般的に、ご家庭の都合等で日本へ一

時帰国される場合、正式な入学をせず、上記６（１）の体験入学で対応していただくこと

としております。

今回の場合、休校期間により帰国滞在期間が不透明であることや、体験入学が断られる

可能性がある状況の中、長期にわたり日本滞在となった場合、広州日本人学校への復学の



意思がある（退学しない）ことなどを含め、学籍の取扱いを以下のように対応します。判

断の参考としてください。

（１）日本で体験入学や正式な入学もしない、または広州で生活をしている場合

① 本校からの家庭学習の課題に取り組んでください。

② 学校が再開された後も、保護者がお勤めの会社等からの指示など、諸事情で広州

に戻ることができない場合は、授業再開時に改めて今後の学習の指示をします。

③ 卒業式や修了式の時点で日本に一時帰国中であっても、広州日本人学校の卒業・

修了として扱います。

④ 本校に籍がありますので、授業料の納付が必要です。

（２）日本の学校に体験入学をする場合

① 体験入学期間を本校の「出席」として扱います。

② 卒業式や修了式の時点で日本に一時帰国中であっても、広州日本人学校の卒業・

修了として扱います。

③ 本校に籍がありますので、授業料の納付が必要です。

（３）日本の学校に正式に「入学」する場合

① 本校を「退学」することになります。

ア、退学される時点で「退学届」を提出してください。本校ホームページに掲載さ

れています。

イ、退学月の翌月から授業料の納付は必要なくなります。既に納付いただいた授業

料は月割りで返金いたします。

ウ、退学後は必ず日本の学校に入学している必要があります。いずれの学校にも在

籍していないと「不就学」となってしまいますので、お気を付けください。

（４）退学後に「復学」する場合

ア、改めて面接を受けていただき、入学許可を得る必要があります。

イ、退学後１年を過ぎると入学金が必要です。

９ 日本から戻った場合の自宅待機

日本から広州に戻り、広州日本人学校に登校する場合の自宅待機については現在決まっ

ていません。現時点での広州市の取扱いを踏まえて対応することになりますのでご協力を

お願いします。

１０ 新入生保護者説明会の延期について

２月２０日（木）に予定していました新入生保護者説明会は、４月６日（月）の編入学

説明会とあわせて実施いたします。

１１ 第３回英語検定２次試験について

２月２３日（日）に予定していました第３回英語検定２次試験（３級以上）については、

感染拡大防止措置としての休校期間中になりますので、本校での実施ができません。

しかしながら、英検協会で今回の事情にご配慮いただき、日本に一時帰国中の児童生徒

については、受験が可能となりましたので、以下のとおりお知らせします。



（１）一時帰国中、またはこれから帰国する児童生徒で日本での受験を希望する場合は、

１次試験の合否にかかわらず、以下の２点を学級担任に連絡してください。

なお、「１次試験免除者」についても同様です。

①現に居住している住所または居住予定の住所と郵便番号

②住所をもとに、下記の「受験地番号表」から選んだ第１希望から第３希望までの受験

地番号

（２）学級担任へ連絡する日時は、２月１０日（月）１０時～１２時でお願いします。


